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アポリポプロテインA-IV
新しい脳胃腸軸の調節因子

奥村利勝, 久保田達也, 高後 裕
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アポリポプロテインＡ－ＩＶ：新しい脳胃腸軸の調節因子

奥村利勝久保田達也高後裕

とが知られている。そこで，われわれは，アポ

A-IVが中枢神経系に作用して,胃分泌および胃

排出に影響を及ぼすのではないかとの仮説をた

て，実験を行った。

はじめに

アポリポプロテインＡ－ＩＶ（アポA-IV）は小

腸の上皮細胞で産生される分子量46,000の糖

蛋白である1,2)。アポA-IVの産生は小腸内の脂

肪吸収に伴って冗進する。アポＡ－ＩＶの産生/代

謝機構については多くの知見が得られているも

のの，その生理的意義については未解明であっ

た。最近，Fujimotoらは，ラットの十二指腸内

に脂肪を投与すると，血中のみならず脳脊髄液

中のアポA-IV濃度が有意に増加することを報

告した3,4)。またアポＡ－ＩＶは中枢神経系に作用

して摂食抑制に関与することを示唆した4)。一

方，脳内で摂食行動に関与する物質の多くは，

中枢性胃分泌および胃運動調節にも関与するこ

１対象と方法

実験には２４時間絶食させた雄性のSprague

Dawleyラットを用いた。胃分泌は幽門結紫

法5,6)により測定した。胃排出はフェノールレッ

ド法7,8)を用いて測定した。

２結果

アポA-IVの大槽内投与は，容量依存性（1.0,

2.0ａｎｄ４．０〃g/10〃）に幽門結紫２時間の胃酸
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